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お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3,7179 3,7058 -0,0121 3,9053 -0,1995

対円 JPY 33,05 33,14 +0,09 30,68 +2,46

対ユーロ BRL 3,9906 3,9472 -0,0434 4,4270 -0,4798

対ドル JPY 122,87 122,81 -0,0600 119,84 +2,9700

対ユーロ JPY 131,89 130,77 -1,12 135,96 -5,19

Index 48.139 48.139 +0 47.077 +1.062

bps 398,4 396,4 -2,0 473,6 -77,2

% 15,19 15,19 +0,00 15,80 -0,61

% 15,21 15,21 +0,00 15,30 -0,09

% 0,378 0,382 +0,004 0,320 +0,062

Index 184,1 183,7 -0,4 197,4 -13,7

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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　　マーケットデータ
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先週末のドルレアルスポット相場は、サンパウロ祝日の中、１９日のフィッシャーFRB副議長の発言を受けて

（「アジアなどの新興国市場への利上げの影響を抑制するために、できることは全てやってきた」、「近いうち

にＦＲＢを含む幾つかの主要な中央銀行がおそらく利上げに踏み切るであろう」と指摘し、新興国中央銀行

の利上げへの理解は得られているとの見解を示した）、３．７６台後半で取引が始まったものの、引けにかけ

ては急速にレアル買いへ反転し、３．７０台半ばで取引を終えた。また、週末２１日には、サンフランシスコ

連銀のウィリアムズ総裁も、「米国の経済統計が引き続き心強い数字になることを想定すれば、金融当局が

１２月に利上げに踏み切る強い根拠となる。但し、最初の利上げ後の引き上げスロープが最も重要となる」と

発言。マーケットでは、１２月１５－１６日に開催されるＦＯＭＣにて、７年間に及ぶ事実上のゼロ金利政策が

解除されるとの予想が高まっている。

一方、１９日に公表されたブラジルの各種経済統計は、引き続きブラジル経済の脆弱性を露呈する内容と

なった。１０月失業率が７．９％と、前月の７．６％を上回り０９年８月以来の高水準を記録した他、１１月ＩＰＣＡ

－１５も前年比が１０月９．７７％から１０．２８％へ加速し、ついに２桁台に突入した。


